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 論文内容の要旨  
 

ドローンを用いた配達のスケジューリング問題に関する研究がここ 10 年で盛んに行われて

いる。例えば、複数のドローンと小包を積んだ１台のトラックがいくつかの地点で停止し、それ

らの地点（停止点）で停車しているトラックから離陸したドローンが顧客に配達する問題が定

式化され、この問題を整数計画ソルバーで解く方法が提案されている。しかし、ドローン台数が

増加したり、他の設定が追加されたりすると問題が大規模・複雑化し、整数計画ソルバーでは計

算に時間がかかるようになる。このような問題に対しては、複数の解候補を用いることにより

短い時間で良好な解を求めようとする遺伝的アルゴリズムを適用することが妥当と考えられる。 

本論文では、３種類の配達スケジューリング問題を定義し、これらの問題を解くための遺伝

的アルゴ リズムに基づく近似解法を提案する。まず、顧客を停止点とドローンに割り当てる配

達スケジューリング問題に対する解法を提案する。提案解法では、停止点への割り当てを遺伝

的アルゴリズムで、ドローンへの割り当てをルールで求めている。数値実験の結果、提案解法

が整数計画ソルバーより高速に良好な解を求めていることが示されている。 

先の問題では、ドローン台数を変更すると、もう一度問題を解かないといけなくなり、台数

を変えたときの配達時間への影響などを考察するためには、何度も解法を実行する必要があ

る。そこで次に、同じ問題に対して、複数の異なるドローン台数のそれぞれに対する近似最適

解を短時間で同時に求める解法を提案する。提案解法では、複数の異なるドローン台数に対す

る解集合を求めるために有用な解表現を用いるとともに、全体の流れとして多目的遺伝的アル

ゴリズムを活用する。数値実験の結果から、提案解法は良好な解集合を短時間で発見できるこ

とが示されている。 

最後に、配達だけでなく集荷も行うスケジューリング問題を定式化し、遺伝的アルゴリズム

に基づく２種類の近似解法を提案する。この問題では、配達先と集荷先の顧客のペアを新たに

決定する必要がある。その決定に関して、１つ目の解法では最大重みマッチングを利用し、２

つ目の解法では貪欲法を利用する。数値実験の結果より、いずれの提案解法も良い解を得るこ

とができ、他の近似解法よりも有効であることが示されている。 
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論文審査の結果の要旨 

 

ドローンを用いた荷物配達システムの開発が進んでおり、実際に運用され始めている。配達

に際して、最適スケジューリングを行う必要があるが、この問題は従来のトラックによる配達

システムの問題とは異なるため、このスケジューリングを行う解法の開発が近年盛んに行われる

ようになっている。 

学位申請論文では、３種類のドローン配達スケジューリング問題をモデル化し、それぞれの

問題に 対して、遺伝的アルゴリズムに基づく近似解法が提案されている。遺伝的アルゴリズム

は解法の枠組みのみが与えられているだけであり、その詳細部分は各問題に応じて適切に設定

する必要がある。提案解法では、それぞれの問題を分析して特徴を見出し、その特徴がアルゴ

リズムの中に適切に組み込まれることで近似最適解が得られるようになっている。多数の問題

例に提案解法と整数計画ソルバーなどの他の解法を適用する数値実験を行った結果が示され、

提案解法が短時間に優れた解を発見する能力を有していることが明らかにされており、その有

効性が認められる。 

学位申請論文は掲載済みまたは掲載決定済みのレフェリー付き学術雑誌論文３編を元に作成

されている。これら３編全ての論文において申請者が筆頭著者となっている。 
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